
 

 

                                                                              

ｖｏｌ．５［師
し

走
わす

・睦
む

月
つき

の扉］ 

 

１． 見
み

かたって１つだけ？ 

 

                 左
ひだり

の絵
え

を見
み

て下
した

の○にひらがなをいれよう。 

                 →○○○○ 
 

小
しょう

学
がく

生
せい

の国語
こ く ご

の問
もん

題
だい

でこんな問題があった。ある少
しょう

年
ねん

が「おうかん」と書
か

いたところ、 

  先
せん

生
せい

は「おうさま」が正
せい

解
かい

だとして大
おお

きな×を付
つ

けた。 

 

  『これって本
ほん

当
とう

に間
ま

違
ちが

いなのかな？』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．席
せき

の間隔
かんかく

はなんとなくの不
ふ

幸
しあわ

せ 

 

 中
ちゅう

学
がく

生
せい

のとき、理
り

由
ゆう

は全
まった

く分
わ

からないが、僕
ぼく

のことをとても嫌
いや

がる女
おんな

の子
こ

がいた。 

 

とある席
せき

替
が

えのとき、たまたまその子
こ

と教
きょう

室
しつ

の席
せき

が隣
となり

になり、当
とう

然
ぜん

のごとくものすごく嫌
いや

な顔
かお

をされたのだ

が、そんな彼
かの

女
じょ

を特
とく

に僕
ぼく

は嫌
きら

う理
り

由
ゆう

もなかったし、彼
かの

女
じょ

が嫌
いや

がる理
り

由
ゆう

が分
わ

からなかったから、自
じ

分
ぶん

を改
かい

善
ぜん

する方
ほう

法
ほう

も分
わ

からなかったので、とりあえず彼
かの

女
じょ

が望
のぞ

むように席
せき

の間
かん

隔
かく

を離
はな

してあげた。 

 その様
よう

子
す

を見
み

ていた僕
ぼく

の友
ゆう

人
じん

は、「あいつふざけんなよ、俺
おれ

が文
もん

句
く

言
い

ってやろうか？」なんて声
こえ

をかけてくれ

た。でも僕
ぼく

は「別
べつ

に何
なに

か被
ひ

害
がい

が及
およ

ぶようなことじゃないんだし、彼
かの

女
じょ

が好
す

きなようにしてあげようよ。」と返
へん

答
とう

したのを覚
おぼ

えている。 

Knock on the door 

見
み

かたが変
か

われば 

答
こた

えは１つではない。 



 席
せき

替
が

えの頻
ひん

度
ど

がどれくらいだったか全
まった

く記
き

憶
おく

にないのだが、日
ひ

が進
すす

むごとになぜか彼
かの

女
じょ

との席
せき

の間
かん

隔
かく

が狭
せま

く

なっていき、最
さい

終
しゅう

的
てき

には周
まわ

りの席
せき

の間
かん

隔
かく

よりも近いくらいになっていた。また、それとともに彼
かの

女
じょ

と僕
ぼく

の距
きょ

離
り

も近
ちか

くなっていったのだった。 

結
けっ

局
きょく

、彼
かの

女
じょ

は女
じょ

子
し

の中
なか

では中
ちゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

で一
いち

番
ばん

仲
なか

の良
よ

い友
とも

達
だち

の一
ひとり

人だったと思
おも

う。なにしろ中
ちゅう

３になったと

き、彼
かの

女
じょ

が進
しん

学
がく

先
さき

の高
こう

校
こう

の課
か

題
だい

に苦
く

労
ろう

しているのを見
み

て、手
て

助
だす

けして勉
べん

強
きょう

を教
おし

えていたくらいだったのだから。

（むしろ彼
かの

女
じょ

の方
ほう

から、「課
か

題
だい

の勉
べん

強
きょう

教
おし

えてよ」って言
い

われた気
き

がする。） 

あるとき、彼
かの

女
じょ

に何
なん

で僕
ぼく

を嫌
いや

がっていたのかを聞
き

いてみたことがある。彼
かの

女
じょ

は、 

 

「なんとなく」 
 

って答
こた

えたからものすごく衝
しょう

撃
げき

だった。よくよく細
こま

かく聞
き

いてみると、仲
なか

の良
よ

かった友
ゆう

人
じん

から僕
ぼく

の悪
わる

いうわ

さ（誤
ご

解
かい

）を聞
き

いていたことで嫌
いや

な印
いん

象
しょう

を持
も

ってしまっていたのだった。 

 ここから僕
ぼく

が気付
き づ

いたことは２つある。１つめは、「ひとは思
おも

い込
こ

みで自
じ

分
ぶん

の行
こう

動
どう

を決
き

めてしまう。」というこ

と。実
じつ

はこの話
はなし

に限
かぎ

らず、僕
ぼく

が教
きょう

員
いん

になってからも女
じょ

子
し

同
どう

士
し

の揉
も

め事
ごと

でこんなことが多
おお

くあった。例
たと

えばＡ、

Ｂ、Ｃという女
じょ

子
し

生
せい

徒
と

がごたごたしていた時
とき

の例
れい

をあげると、 

 

Ａ「Ｃちゃんが、Ｂちゃんが私
わたし

の悪
わる

口
ぐち

言
い

ってたって言
い

ってた。だからＢちゃん嫌
きら

い。」 

僕「それって、Ｂちゃんから直接
ちょくせつ

聞
き

いたの？」 

Ａ「聞
き

いてないけど、Ｃちゃんが言
い

っていたから・・・」 

 

 僕
ぼく

はこれを『又
また

聞
ぎ

きの法
ほう

則
そく

』と呼
よ

んでいる。なぜか仲
なか

の良
よ

い友
とも

達
だち

同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

では、事
じ

実
じつ

を確
かく

認
にん

せずに言
い

ってい

たことがそのまま正
ただ

しいと思
おも

い込
こ

むことが起
お

こる。すべてが間
ま

違
ちが

っているとは言
い

わないが、大
たい

抵
てい

尾
お

びれ、背
せ

びれ

がついたような話
はなし

になっている。要
よう

は話
はなし

が大
おお

きくなったり、誤
ご

解
かい

されるような表
ひょう

現
げん

になったりしているのだ。

このような話
はなし

を聞
き

くたびに生
せい

徒
と

に言
い

うのが、「仲
なか

の良
よ

い友
とも

達
だち

の話
はなし

でも又
また

聞
ぎ

きを鵜
う

呑
の

みにしない。」ってこと。自
じ

分
ぶん

で確
かく

認
にん

していないことには本
ほん

当
とう

の真
しん

実
じつ

はない。 

 ２つめは、誠
せい

意
い

を持
も

って対
たい

応
おう

すれば気
き

持
も

ちはちゃんと伝
つた

わるってこと。彼
かの

女
じょ

と僕
ぼく

の机
つくえ

の間
かん

隔
かく

が狭
せま

くなってい

ったのは、相
あい

手
て

の態
たい

度
ど

に対
たい

して反
はん

発
ぱつ

するのではなく、受
う

け止
と

めてきちんと真
ま

心
ごころ

で対
たい

応
おう

したから。時
じ

間
かん

が経
た

つう

ちに、「あれもしかして良
よ

い人
ひと

なのかも？」って気
き

付
づ

いてもらえ、誤
ご

解
かい

も解
と

けた。このことも教
きょう

員
いん

になってから

似
に

たようなことがあった。 

教
きょう

員
いん

になりたての頃
ころ

、自分のクラスの女
じょ

子
し

生
せい

徒
と

の授
じゅ

業
ぎょう

態
たい

度
ど

が良
よ

くなかったので、「ちゃんとしないといけな

いよ。」と優
やさ

しく注
ちゅう

意
い

したところ、「お前
まえ

なんかに言
い

われる筋
すじ

合
あ

いはないんだよ！」と返
かえ

された事
こと

があった。 

ところが１年
ねん

後
ご

、その生
せい

徒
と

から「あの時
とき

、あんなこと言
い

ってごめんね。」と謝
あやま

られた。時
じ

間
かん

はかかったけど、

確
かく

実
じつ

に僕
ぼく

の誠
せい

意
い

は伝
つた

わっていたのだ。 

 

今
いま

現
げん

在
ざい

もきっと僕
ぼく

に対
たい

して距
きょ

離
り

を置
お

く生
せい

徒
と

はいると思
おも

う。けれど中
ちゅう

学
がく

生
せい

のときと同
おな

じように「席
せき

の間隔
かんかく

は狭
せま

くなるもの」と思
おも

って誠
せい

意
い

を持
も

って笑
え

顔
がお

で接
せっ

している。 

 

～ 教育相談係主任 阿部真一郎 ～ 

 


